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いはい!

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
並
び
に
事

業
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
地
区
社
協
、

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
福
祉
委
員
、
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
や
社

協
会
費
、
共
同
募
金
な
ど
の
各
種
募
金
活
動
に
対
し

ま
し
て
も
、
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
弱
体
化
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
背
景
に
、
地

域
に
お
け
る
福
祉
課
題
は
多
様
化
し
て
お
り
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
い
て
も
的
確
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
等
、
想
定
外
の

自
然
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
と
、
平
常
時
に

お
け
る
「
地
域
で
の
つ
な
が
り
と
支
え
合
い
」
は
何

よ
り
大
切
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
社
会
福
祉
協

議
会
が
推
進
す
る
「
地
域
福
祉
・
相
互
扶
助
」
の
原

点
で
あ
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福
祉
法
に
定
め
ら
れ

た
、
全
国
の
各
市
町
村
に
一
つ
設
置
さ
れ
た
極
め
て

公
共
性
の
高
い
民
間
団
体
で
あ
り
、
そ
の
設
置
の
目

的
は
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
地
域
福
祉
を
進
め
る
た
め
に
は
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
は
も
と
よ
り
、
民
生
児
童

委
員
、
愛
育
委
員
、
栄
養
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
様
々
な
福
祉
関
係
者
・
機
関
・
団
体
と
協
働
し
、

地
域
の
福
祉
・
生
活
課
題
を
自
助
・
共
助
・
公
助
の

連
携
に
よ
り
解
決
を
図
っ
て
い
く
住
民
組
織
で
あ
る

「
地
区
社
協
」
の
充
実
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
地
区
社
協
は
市
内
全
域
に
、
ほ
ぼ
自
治
振

興
協
議
会
単
位
の
31
地
区
で
、
自
治
会
活
動
の
中
の

福
祉
部
門
を
担
う
形
で
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
昨
年
、
現
存
す
る
地
区
社
協

の
構
成
員
に
民
生
児
童
委
員
、愛
育
委
員
、栄
養
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
者
の
参
画
を
お
願
い
し
、
地
域

の
福
祉
・
生
活
課
題
把
握
と
自
分
た
ち
の
視
点
か
ら

見
た
地
域
に
つ
い
て
の
意
見
を
出
し
合
う
福
祉
会
議

を
定
期
的
に
開
催
す
る
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
事
業
」
を
提
唱
し
、
25
地
区
社
協
か
ら
の
事
業
申

請
を
う
け
、
地
区
社
協
の
基
盤
強
化
を
目
的
と
す
る

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

人
か
ら
言
わ
れ
て
や
る
従
来
の
活
動
に
比
べ
、
地

域
住
民
が
主
体
的
に
関
わ
り
を
持
と
う
と
し
て
連

帯
す
る
活
動
か
ら
は
、
思
い
が
け
な
い
力
が
湧
い
て

き
て
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
地
区
社
協

活
動
は
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
再
構
築
し
、
新
し

い
助
け
合
い
活
動
を
地
域
に
根
付
か
せ
る
点
で
全

て
に
通
じ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

市
民
の
皆
様
の
持
つ
「
ご
近
所
（
助
）
の
底
力
」
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
積
極
的
な
地
区
社
協
活
動

を
推
進
し
、
地
域
の
福
祉
力
を
一
層
高
め
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

美
作
市
の
財
政
も
厳
し
い
中
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
の
お
知
恵
や
ご
指
導
を

賜
り
な
が
ら
事
業
の
効
率
化
を
図
り
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、
行
政
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
役
職
員
一
同
、

事
業
推
進
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
今
後
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人 

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会　
　

会　

長　
　

有　

元　

敏　

衞

社
会
福
祉
法
人 

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会　
　

会　

長　
　

有　

元　

敏　

衞
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いはい!

　

市
地
域
社
協
連
絡
会
（
市
内
地
区
社
協
連
合
会 

山
本
壽
会
長
）

は
、
11
月
16
日
㈮
、
地
区
社
協
関
係
者
32
名
が
参
加
し
て
、
島
根

県
松
江
市
忌
部
（
い
ん
べ
）
地
区
社
協
を
訪
ね
、
先
進
地
視
察
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

忌
部
地
区
は
、
松
江
市
の
最
南
端
に
位
置
し
、
全
地
区
の
69
％

が
山
林
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

農
村
地
帯
で
、
農
業
は
稲
作
が
主
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
兼
業
農

家
で
す
。地
区
内
の
人
口
は
２
，１
９
２
人
、世
帯
数
７
６
９
世
帯
、

高
齢
化
率
は
25
・
22
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歓迎の挨拶を行う福島祥二忌部公民館長

忌部地区社協活動の説明を行う山田安郎会長（手前から３人目）

　

公
民
館
の
事
務
局
体
制
は
、
公

民
館
長
（
非
常
勤
）
の
他
３
名
の

常
勤
職
員
が
配
置
さ
れ
、
運
営
は
、

松
江
市
か
ら
地
元
公
民
館
運
営
委

員
会
（
町
内
会
連
合
会
な
ど
地
域

の
各
種
団
体
の
代
表
や
学
識
経
験

者
等
20
〜
30
名
で
構
成
）
が
指
定

管
理
を
受
け
て
行
わ
れ
て
お
り
、

正
に
地
区
住
民
参
加
型
の
公
民
館

運
営
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
公

民
館
の
運
営
財
源
は
、
人
件
費
や

施
設
整
備
費
は
市
が
負
担
し
て
お

り
ま
す
が
、
光
熱
水
費
等
維
持
管

理
費
の
３
割
は
地
元
負
担
と
な
っ

　

忌
部
地
区
で
は
、
地
域
活
動
の

拠
点
施
設
で
あ
る
忌
部
公
民
館
で

公
民
館
職
員
が
事
務
局
と
な
り
公

民
館
・
自
治
会
・
地
区
社
協
活
動
が

一
体
的
に
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

て
お
り
地
元
協
力
費
と
し
て
一
世

帯
当
た
り
年
額
２
千
円
の
公
民
館

運
営
の
財
源
負
担
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

忌
部
地
区
社
協
の
体
制
は
、
理

事
会
・
評
議
員
会
を
中
心
に
各
自

治
会
担
当
委
員（
17
名
）、
福
祉
推

進
委
員（
63
名
）、
民
生
児
童
委
員

会（
９
名
）が
住
民
を
代
表
し
て
活

動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地

区
社
協
の
主
な
事
業
内
容
は
、「
忌

部
地
区
社
協
福
祉
活
動
計
画
」
に

基
づ
い
て
次
の
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

１
．支
え
合
い

⑴
忌
部
助
け
合
い
セ
ン
タ
ー

　
「
輪
の
会
」

　

困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
の
助

け
合
い
組
織
で
活
動
登
録
者
17
名
。

活
動
内
容
（
有
償
時
間
千
円
）
は
、

家
周
り
の
草
取
り
、
庭
木
の
手
入

れ
、
除
雪
、
屋
根
雨
漏
り
修
理
、

蛍
光
灯
交
換
等
で
23
年
度
は
52
件

の
利
用
。

⑵
「
地
区
情
報
交
換
会
」

　

年
１
回
以
上
15
自
治
会
で
開
催
。

参
加
者
は
、
自
治
会
役
員
・
福
祉

担
当
委
員
・
福
祉
推
進
委
員
・
民

生
児
童
委
員
・
地
区
社
協
・
市
社

協
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
公
民

館
等
で
会
議
の
内
容
は
、
見
守
り

活
動
を
通
じ
て
、
生
活
態
様
な
ど

気
に
な
る
人
や
生
活
課
題
な
ど
の

情
報
共
有
ま
た
は
話
し
合
い
の
場
。

⑶
見
守
り
訪
問
活
動（
安
否
確
認
）

◆
福
祉
推
進
委
員
が
各
世
帯
へ
地

区
情
報
誌
を
年
間
６
回
配
布

◆
緊
急
連
絡
先
や
か
か
り
つ
け
の

病
院
、
担
当
民
生
委
員
一
覧
表

を
福
祉
委
員
が
各
世
帯
に
配
布

◆「
年
末
そ
ば
配
布
」
地
区
社
協

役
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉

推
進
委
員
・
自
治
会
福
祉
担
当

者
に
よ
る
そ
ば
づ
く
り
と
配
食

（
独
居
高
齢
者
・
高
齢
者
世
帯
・

障
害
者
等
）
約
１
０
０
食
。

２
．寄
り
合
い
交
流
の
場
づ
く
り

◆「
す
こ
や
か
交
流
会
」
福
祉
推

進
委
員
が
企
画
・
運
営
し
各
自

治
会
単
位
で
、
地
区
集
会
所
が

会
場
と
な
り
交
流
会
を
定
期
的

に
行
う
。
福
祉
バ
ス
を
利
用
し

た
外
出
型
も
あ
り
ま
す
。

３
．「
地
域
生
活
支
援
会
議
」

　

地
域
か
ら
は
、
自
治
会
正
副
会

長
・
地
区
社
協
正
副
会
長
・
福
祉

委
員
会
正
副
会
長
・
民
生
児
童
委

員
・
公
民
館
長
が
出
席
し
、
専
門

職
か
ら
は
、
市
社
協
・
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
・
市
保
健
師
等
が

出
席
し
て
「
地
区
情
報
交
換
会
」

で
の
情
報
や
問
題
を
解
決
、
ま
た

は
解
決
方
法
を
地
域
全
体
で
検
討

し
ま
す
。

　

以
上
が
忌
部
地
区
社
協
の
主
な

活
動
で
す
が
、
人
的
・
物
的
資
源

が
公
民
館
活
動
や
自
治
会
活
動
と

一
体
と
な
り
、
忌
部
地
区
社
協
活

動
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
学
ん
だ
今
回
の
視
察
研
修
は
、

地
域
福
祉
推
進
の
大
き
な
指
針
と

な
り
ま
し
た
。

松
江
市
「
忌
部
地
区
」
で
学
ぶ

　

一
体
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
を

　
　
　
　

  
（
公
民
館
・
自
治
会
・
地
区
社
協
活
動
）

松
江
市
「
忌
部
地
区
」
で
学
ぶ

　

一
体
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
を

　
　
　
　

  
（
公
民
館
・
自
治
会
・
地
区
社
協
活
動
）
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作
東
支
所

美
作
支
所

いはい!

　

下
香
山
老
人
ク
ラ
ブ
和
楽
会
は

11
月
２
日
㈮
、
地
区
内
の
美
化
清

掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

総
勢
27
名
の
参
加
で
、
朝
８
時

か
ら
４
班
に
分
か
れ
て
、
カ
ン
拾

い
、
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
わ
が
庭
と
思
え
ば
捨
て
ま
い

ビ
ン
や
カ
ン
」
と
思
い
な
が
ら
、

額
に
汗
し
て
作
業
し
た
後
、
役
員

さ
ん
の
手
作
り
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
に
会
食
し

ま
し
た
。

　

午
後
は
皆
で
浪
曲
の
ビ
デ
オ
を

観
な
が
ら
、
日
本
古
来
の
名
調
子

に
時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

作
東
地
域
で
は
、
作
東
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
や
自
治
振
興
協
議
会
福
祉
部

が
主
体
と
な
っ
て
定
期
的
に
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
も
各
地
区
で
、
講
師
を
招
い
て
楽
器
演
奏
を
聴
い
た
り
、
料
理
作
り
や

戸
外
活
動
な
ど
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
が
家

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
ら
な
い
よ
う
、
様
々
な

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
は
「
一
人
だ
と
旅
行
に
行
く

こ
と
が
な
い
が
、
こ
う
や
っ
て
み
ん
な
と
一
緒
に

出
か
け
ら
れ
る
の
が
う
れ
し
い
」「
普
段
な
か
な

か
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
な
い
人
と
も
、
会
っ
て
お
話

が
で
き
る
の
が
楽
し
み
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。
同
じ
一
人
暮
ら
し
だ
か
ら
こ
そ
話
せ
る
こ

と
も
あ
り
、
交
流

の
深
ま
っ
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

下
香
山
老
人
ク
ラ
ブ
和
楽
会

美
化
清
掃
、
奉
仕
活
動

ビデオを観ながらくつろぐ参加者

作
東
各
地
︵
江
見
・
土
居
・
福
山
・
吉
野
地
区
︶
で

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
会
を
開
催

みんなで記念撮影（江見地区）

語りかける朗読に昔を思い出す（吉野地区）

心に響く優しい音色のオカリナ演奏（土居地区）
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英
田
支
所

　

11
月
25
日
㈰
、
奥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
奥
地
区
社
協
（
河
合
義
昭

会
長
）
主
催
の
四
世
代
交
流
餅
つ
き
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
奥
地
区
の
自
治
振
興
協
議
会
や
愛
育
・
栄
養
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
福

祉
関
係
に
携
わ
る
方
々
や
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
の
約
１
３
０
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

世
代
を
超
え
て
絆
を
深
め
よ
う
と
、
賑
や
か
な
交
流
会
が
で
き
ま
し
た
。
広
場
で
は
、

親
子
で
力
を
合
わ
せ
て
餅
つ
き
を
し
た
後
、
雑
煮
や
あ
ん
こ
餅
な
ど
を
食
べ
て
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し

た
。
ま
た
、
室
内
で
は
「
輪

投
げ
」
や
「
だ
る
ま
お
と
し
」

の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
参
加

者
ら
は
世
代
を
超
え
て
の
交

流
を
深
め
た
楽
し
い
１
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

四
世
代
交
流
で
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

特 長
●活動場所と自宅との往復
　途上の事故も補償
●熱中症（日射病・熱射病）
　による障害も補償
●ボランティア自身の
　食中毒や特定感染症
　も補償
●地震等天災によるケガ
　も補償（天災タイプ加入の場合）

お申し込み、ご照会、あなたの地域の社会福祉協議会へ

この保険は、全国社会福祉協議会が保険会社と一括して契約を行う団体契約です。

社会福祉法人
全国社会福祉協議会団 体 契 約 者

株式会社　福祉保険サービス 〒100-0013
東京都千代田区霞が関3丁目3番2号　新霞が関ビル17Ｆ

TEL：03（3581）4667　FAX:03（3581）4763
h t t p : / /www. fukush i hoken .co. j p 〈引受幹事保険会社〉日本興亜損害保険株式会社

取 扱 代 理 店

ボランティア活動保険
日本国内でのボランティ

ア活動中のケガや賠償事故を補償！

安心を支えま
す

ボランティア行事用保険
地域福祉活動の一環として行うボランティアに関する

行事におけるケガや賠償事故を補償！

福祉サービス総合補償
ヘルパー・ケアマネジャー等の活動中の

ケガや賠償事故を補償！

送 迎 サ ー ビ ス 補 償
送迎・移送サービス中の自動車事故等によるケガを補償！

年　間
保険料 Ａプラン...280円　Ｂプラン...420円 天災タイプも

あります。

「よいしょ」と力を込めての餅つき
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粟井地区社協だより

健康で自立した生活ができるよう
支援いたします。

美作特別養護老人ホーム

やすらぎ荘
〒707-0412　　美作市古町17 0 7番地3
TEL（0868）78-2829　FAX（0868）78-2859

お 知 ら せ

　美作市社会福祉協議会では、身近な情報発信の役目を果たしている広報紙の作成講座を下記の
日程で開講します。各地区社協での出来事やお知らせ等、地域の方への情報として伝える広報紙
づくりの受講生を募集しています。

身近な新聞づくりにチャレンジしてみませんか!

地区社協広報紙作成講座の受講生募集

■日　　時　平成25年２月６日㈬
　　　　　　午後１時30分から
■会　　場　湯郷地域交流センター
　　　　　　（美作市湯郷826-2）
■講　　師　山陽新聞読者局　職員
■対 象 者　地区社協関係者等
■参 加 費　無料

■持 参 品　筆記用具・ハサミ・のり
■定　　員　５０名
■申　　込　１月18日㈮までに美作市社会福祉協議会

本所または各支所へ申し込みください。
　　　　　　なお、定員になり次第締め切らせていた

だきます。

北は北海道から南は沖縄県まで全国№1酒販売チェーン店
お酒のことならお酒のことなら

まさやまさや
1.8ℓ 900㎖

赤
霧
島

赤
霧
島

¥1,990  ¥2,080  ¥2,150

¥3,800¥3,800 ¥1,980¥1,980美作市位田239-1
電話72-2616
●楽天市場まさや店
●Amazonまさや店オープン!!

山田錦

100
%山田錦

100
%
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お知らせお知らせ

〒701-2603　岡山県美作市三保原678
TEL.0868-74-3637㈹　FAX.0868-74-2195
http://www.aida-eng.co.jp

あいだ

㈱

　地域の子育てや子育て環境に関心を持たれている方を対象に子育てを応援していただける
ボランティアやファミリーサポートセンターのメンバーを養成する講座を開催します。

子育てボランティア養成講座受講生募集

開催日程　　第１回　平成25年１月29日㈫　９：30 ～ 12：00
　　　　　　第２回　平成25年２月５日㈫　10：00 ～ 12：00
　　　　　　第３回　平成25年２月12日㈫　９：30 ～ 12：00
会　　場　　美作市世代交流多目的ホール
対　　象　　子育て支援に関心のある方
託　　児　　有り（要申込・無料）　
受 講 料　　無料
定　　員　　３０名
申込締切　　平成25年１月18日㈮
申し込み・問い合わせ先　　美作市社会福祉協議会 地域福祉課（美作市北山）　☎72-3677

Form follows Function
形態は機能に従う。

2005 BARS-21 MarkⅡ 2007 Bollard

1974 年の創業以来、常に独創的で最先端を
追求する姿勢は、高度な技術力と素晴らしい
デザインとなって結実しました。
私たちはこれからも高度な付加価値の実現
と理想を追い求めます。

のの

お知らせお知らせ

年末年始年末年始
≪休業日≫
美作市社会福祉協議会　(本所・各支所) 12月29日㈯～１月３日㈭

放課後児童クラブ (市内８クラブ) 12月28日㈮～１月４日㈮

•ちびゆりクラブ(勝田) 　　 未　定

•まめっこ(大原) １月８日㈫ 開所

•こすもす（東粟倉） １月10日㈭ 開所

•こっこ（美作） １月７日㈪ 開所

•さくらハウス (美作) １月９日㈬ 開所

•えんぜる（美作） １月15日㈫ 開所

•ぽんぽこ（作東） 　　 未　定

•ぱれっと（作東） １月11日㈮ 開所

•ぱれっと吉野（作東） １月19日㈯ 開所

•つくしんぼ（英田） １月18日㈮ 開所

≪開所日≫ 子育てサロン
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利用者の皆さんによる干支「巳」の作品
（東粟倉デイサービスセンター事業所）

一
般
寄
付

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

見
舞
い
返
し

久　

賀　
　

福
島　

信
夫　

様

（
亡　

つ
や
子
）

真
加
部　
　

坂
元　

國
男　

様

（
亡　

光
代
芳
恵
）

古　

町　
　

平
尾　

憲
吾　

様

（
亡　

昌　

郎
）

古　

町　
　

平
田　

邦
義　

様

（
亡　

武　

雄
）

後　

山　
　

春
名　

正
人　

様

（
亡　

時　

夫
）

入　

田　
　

黒
住　
　

博　

様

（
亡　

一
二
江
）

豊
国
原　
　

綱
嶋　

春
美　

様

（
亡　

春　

二
）

豊
国
原　
　

長
瀬　

米
子　

様

（
亡　

秀　

夫
）

楢
原
中　
　

古
川　

忠
雄　

様

（
亡　

芳　

子
）

平　

福　
　

難
波　

暾
皛　

様

（
亡　

政　

子
）

楢
原
下　
　

小
林
眞
喜
子　

様

（
亡　

求　

）

山　

口　
　

山
本　

和
美　

様

（
亡　

冨
士
子
）

朽　

木　
　

三
輪　

幸
子　

様

（
亡　

康　

夫
）

巨　

勢　
　

谷
本　

敬
子　

様

（
亡　

薫　

）

安　

蘇　
　

清
水　

基
次　

様

（
亡　

毅　

）

小　

房　
　

有
友　

廣
人　

様

（
亡　

大　

助
）

瀬　

戸　
　

春
名　
　

進　

様

（
亡　

務　

）

土　

居　
　

宇
多　

寛
員　

様

（
亡　

武　

夫
）

土　

居　
　

太
立　
　

優　

様

（
亡　

シ
ゲ
子
）

白　

水　
　

畑
中　

昭
弘　

様

（
亡　

勝　

己
）

福　

本　
　

國
司
一
二
三　

様

（
亡　

寿　

夫
）

　

奥　
　
　

赤
堀　

正
夫　

様

（
亡　

榮　

子
）

中
河
内　
　

下
山　

孝
彦　

様

（
亡　

光　

義
）

奈
義
町　
　

鎌
田　

勇
人　

様

（
亡　

典　

惠
）

岡
山
市　
　

岩
崎　

康
信　

様

（
亡　

道　

枝
）

岡
山
市　
　

田
中　

豊
穂　

様

（
亡　

鈴　

子
）

姫
路
市　
　

嵯
峨
山
繁
子　

様

（
亡　

森
元
功
二
）

大
阪
市　
　

内
藤　
　

徹　

様

（
亡　

代
子
）

杉　

原　
　

坂
本　

和
夫　

様

右　

手　
　

小
椋　

龍
美　

様

後　

山　
　

杤
山　

邦
宣　

様

古　

町　

小
深
田
澄
恵　

様

中　

尾　

M
A
K
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

実
行
委
員
会

　
　

代
表　

浅
浦　

豊
一　

様

北　

山　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
み
ま
さ
か
園　

様

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク　

様

　

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
新
し
い

年
を
迎
え
て
今
年
こ
そ
は
と
１
年

の
計
に
願
を
か
け
る
。

　

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
松
江
市

忌
部
地
区
社
協
で
の
先
進
地
視
察

研
修
は
、
公
民
館
・
自
治
会
・
地

区
社
協
三
位
一
体
の
地
域
活
動
の

取
り
組
み
を
学
び
、
感
動
と
今
後

の
指
針
を
感
じ
た
。

　

鳥
取
・
島
根
を
含
め
て
山
陰
地

方
は
気
候
風
土
が
厳
し
く
、
生
活

を
守
り
、
自
然
と
共
存
す
る
に
は

地
域
の
連
携
や
支
え
合
い
が
必
要

不
可
欠
な
も
の
と
し
て
、
先
祖

代
々
承
継
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
晴
れ
の
国
岡
山
美
作
地

域
で
は
気
候
風
土
の
厳
し
さ
は
山

陰
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
穏

や
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
子
高

齢
化
は
確
実
に
進
行
し
て
お
り
、

独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
増

加
、
そ
し
て
孤
独
死
等
の
現
実
を

み
る
と
、
地
域
の
連
帯
や
支
え
合

い
の
仕
組
み
づ
く
り
が
今
こ
そ
大

切
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

地
域
で
認
識
し
、
そ
の
取
り
組
み

を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。 編

集
後
記

本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
TEL（0868）７５－２６２２　FAX（0868）７５－７０８１

大原支所
〒707-0412　美作市古町１８５０－１
TEL（0868）７８－０５０９　FAX（0868）７８－３２３０

美作支所
〒707-0014　美作市北山４０１
TEL（0868）７２－３６７７　FAX（0868）７２－３９６９

勝田支所
〒707-0201　美作市梶並７０
TEL（0868）７７－２９００　FAX（0868）７７－２９３３

東粟倉支所
〒707-0403　美作市東青野８４４－１
TEL（0868）７８－２８００　FAX（0868）７８－２９４６

英田支所
〒701-2604　美作市福本８０６－１
TEL（0868）７４－２４８８　FAX（0868）７４－３２３２

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

平
成
24
年
10
月
21
日
か
ら

平
成
24
年
11
月
20
日　

受
付
分

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。




